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　当該区間の整備については、宇部市の都市計画マスタープランに整備促進
を行う事業として位置づけられているとともに、宇部市から早期整備の要望
がある。また、地元住民は事業に協力的である。

　重要港湾宇部港は、広く西日本の産業界全体の国際競争力の強化に資する
港湾として平成２３年に「国際バルク戦略港湾」に選定され、機能強化を進
めている。
　また、山口大学医学部附属病院において、令和元年に新病棟が完成するな
ど再開発整備事業が進められている。
　それらの施設と山陽自動車道、国道２号を連絡する当該区間の整備の必要
性は依然として高い。
　また、近年の自然災害の頻発化、激甚化に備え、広域的な防災力強化の観
点から、緊急輸送道路である当路線の整備の必要性は高くなっている。
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再 評 価 項 目 調 書

　一般国道４９０号は、宇部市常盤町の国道１９０号との交差点を起点とし、萩市山田の国道１９
１号に至る主要幹線道路であるとともに、第１次緊急輸送道路に指定され、国道２号、山陽自動車
道と山口宇部空港や重要港湾宇部港を連絡する重要な路線である。
　しかしながら、当該区間は、慢性的な交通渋滞に加えて、交差点部で交通事故が多数発生してい
る。また、急なカーブで見通しが悪い区間があるうえ、通学路に指定されているにもかかわらず歩
道が無いなど、安全で円滑な交通に支障をきたしている。
　このため、当該区間の現道拡幅整備（２車線→４車線）を行うことにより、安全で円滑な交通を
確保するとともに、広域交通拠点等へのアクセス性を向上させ、地域産業の活性化や地域住民の利
便性の向上を図るものである。

〇延長　　　　L＝６．０ｋｍ
〇幅員　　　　全幅２０．７５～２５．０ｍ
　　　　　　（車道３．２５ｍ×４＝１３．０ｍ　歩道２．５～４．５ｍ（両側））
〇道路区分　　第４種第１級、第３種第２級
〇計画交通量　１３，９００台/日～２６，０００台/日

○国道２号及び山陽自動車道から山口宇部空港、重要港湾宇部港への移動時間が短縮されるとと
　もに定時性の確保や走行性の向上が図られることから、以下の効果がある。
　・物流の効率化により、地域産業の活性化が期待される。
　・三次救急医療機関（山口大学医学部附属病院）への搬送時間短縮により、救命率の向上に寄
      与する。
○地域間の交流が促進され、交流人口の増加が期待できる。
○自転車歩行者道の整備により、歩行者や自転車利用者の通行の安全を確保できる。
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【費用対効果分析手法】

【事業費の変化】　 有 無

【事業期間の変化】 有 無

● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止
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事業区間6.0㎞のうち、起点側3.1㎞、終点側0.８㎞は令和２年度までに開通された
ことにより、「北迫交差点」、「白石交差点」、「善和交差点」周辺の交通渋滞が緩
和されている。

備 考

事業の必要性、費用対効果等を勘案し、事業継続が妥当と判断する。

法面工について、緑化工法を採用している。また、河川護岸については、環境に配慮した護岸ブ
ロックを使用するなど、動植物の生息・生育環境に配慮している。

残区間の切土工・盛土工の施工にあたっては、他の公共事業との土砂流用の
調整を図る。

利便性、経済性、施工性を総合的に勘案し、最適なルートを選定しているた
め、計画どおり進めることが妥当と考える。

事業費の増は、残土処分量の増や購入土への変更及びボックスカルバートの工法変更による。

用地補償の遅延や支障物件移転の調整等に時間を要したことにより事業期間を令和１０年度まで延
伸する。

前回評価：「費用便益分析マニュアル」（H20.11）基準年：H29
　　　　　　平成17年度道路交通センサスベース　平成42年推計交通量
今回評価：「費用便益分析マニュアル」（H30.2）基準年：R４
　　　　　　平成22年度道路交通センサスベース　平成42年推計交通量

前　回

(基準年：H29)

全体事業 全体事業 残事業

37,942 45,614 3,437

3,443 2,445 156

807 1,372 100

42,192 49,431 3,693

①事業費 29,057 37,056 1,503

②維持管理費 326 355 160

　総費用 29,383 37,411 1,663

費用便益比（B／Ｃ） 1.4 1.3 2.2

※　便益(B)・費用(C)は、算出した各年次の値を割引率を用いて現在価値に換算した合計額

区分 主な項目

②走行経費減少便益

(基準年：R4)

（単位：百万円）

③交通事故減少便益

　総便益

費用
(Ｃ)

①走行時間短縮便益

便益
(B)

今　回（再評価・再々評価）
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善和交差点（部分供用開始後）

北迫交差点付近の開通後の状況 善和交差点付近の整備前の状況 善和交差点付近の開通後の状況

※この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。
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